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を含めて 3~5 時間かかる。 一方、本品は 2 分間程
度の簡便な前処理後、約45分間で 21項目の病原体
の核酸検出の結果が得られる。

SARS-CoV-2に起因する肺炎( COVID-19)および
これによる死亡例の急増が世界的な問題となるな
か、SARS-CoV-2を含む多くの呼吸器病原体が惹き
起こす感染症は、その初期症状は風邪やインフルエ
ンザと類似する症状を呈し、 この時期にこれらと
COVID-19を区別することは困難である。 本品は、
COVID-19、インフルエンザ、その他の呼吸器感染

症等、 鑑別の難しい呼吸器 感染症の病原体 21項目
(SARS-CoV-2を含む）を網羅的かつ迅速に検査する
ことにより、症状と診断に応じた治療と適切な隔離
および逆隔離を早期に可能とする体外診断用医薬品
として新規に保険適用された。
【留意事項】

COVID-19の患者であることが疑われる者に対
し、 マイクロアレイ法（定性）により、鼻咽頭拭い液
中のインフルエンザウイルス、コロナウイルス、 パ

ラインフルエンザウイルス、ヒトメタニュ ーモウ
イルス、アデノウイルス、RSウイルス、ヒトライ
ノウイルス／エンテロウイルス、 マイコプラズマ ・

ニュ ーモニエ、クラミジア・ニュ ーモニエ、 百日咳
菌およびSARS-CoV-2の核酸検出（以下、（ウイルス・
細菌核酸多項目同時検出 (SARS-CoV-2を含む。）」と
いう。］を同時に行った場合、採取した検体を、国立
感染症研究所が作成した「感染性物質の翰送規則に
涸す るガイダンス 2013-2014版」に記載されたカテ
ゴリーB の 感染性物質の規定にしたがって、 検体
採取を行った保険医療機関以外の施設へ論送し検査
を委託して実施した場合は、本区分の「14」SARSコ
ロナウイルス核酸検出の所定点数4回分を合算した
点数を準用して算定し、それ以外の掲合は、同点数
3回分を合算した点数を準用して算定する。 なお、

採取した検体を、検体採取を行った保険医療機関以
外の施設へ翰送し検査を委託して実施した場合は、
検査を実施した施設名を診療報酬明細書の摘要欄に
記載すること。

COVID-19の患者であることが疑われる者に対
し。 診断を目的として本検査を実施した場合は、 診
断の確定までの間に、上記のように合算した点数を
1回に限り算定する。 ただし、発症後、本検査の結
果が陰性であったものの、COVID-19以外の診断が
つかず、本検査を再度実施した掲合は、上記のよう

に合算した点数をさらに1回に限り算定できる。 な
お、本検査が必要と判断した医学的根拠を診療報酬
明細書の摘要欄に記載すること。

COVIQ-19の治療を目的として入院している者に
対し、 退院可能かどうかの判断を目的として実施し
た場合は、「感染症の予防及び感染症の患者に対す
る医療に関する法律における新型コロナウイルス感
染症患者の退院及び就業制限の取扱いについて（一

部改正）」（令和 2 年 6 月 25 日健感発 0625 第 5 号）
の「第1退院に関する基準」に基づいて実施した場合
に限り、1回の検査につき上記のように合算した点
数を算定する。 なお、 検査を実施した日時およびそ
の結果を診療報酬明細書の摘要欄に記載すること。

なお、ウイルス ・ 細菌核酸多項目同時検出(SARS­
CoV-2を含む。） を実施した場合、本区分の「17」ウイ

ルス・細歯核酸多項目同時検出、( 23)ウに規定する
検査および SARS-CoV-2核酸検出については、 別に
算定できない。
【製品ページURL】
http://www．biomerieux-jp.net/clinicaVc025.php 
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